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12月 9目 (月 )、  1(〕 日 (:九 )、,12日 (水 )11人 麻 中

学校 の国語料 の先 生が中学校 区内の小学校 (大 麻 西小 、大

麻小、文京台小 )に 栞 り入れイニ
`年

生に対 t_て 授 業 を行

い ま した。授 業の題材 は F朗 読 ■ しょ う́‐.読 み取 った内容

を声で瀧現す る」ですり初めに、小学校 |キ 生の国語科′う

教科書 に曲て くる「大 きなか ;ヾ 」 をクラスのみんなて朗読

しま した。読 ど人数 を減 ら してい く読 み方 と1増 や |_て い く

読 み方 を体験 し、「大 きなかぶ_|の 内容か らす るとどち″,(′
‐
)

読み方がよヽヽか を考 えま した。

次に、「 とうとつ かぶは ぬけま した」の ど 11を 強調 し

て言売おか を考 えま l_´ た。 子 ど {二 たち |よ 、 か、itを 機:〈 ″ヽ IIス_

数 や時 ll翻 がかかった ことか ら、「とうとう」が強調す ると:11

ろだ と気つきます。また、′強調 したヽヽ場 合 11、 押揚や強弱、

高低 ,間 の とり方 を上夫す るとよい ことを学びま t.た 。

その後、.小 学校 i3年 生の国語料の教科書 |=出 て くる F俳

`ツ

J」 を題材 |[し て三 イ:,‐Pの 俳旬か に,好 きな作品 を選 び、強

調す る部分 とその理由について考えま したり 同 じ俳句 を:導

んだ友業 と対滅 と、強調す る部分 と理由について確認 L´ た

り、友理の考 えをふ考 に した りしていま した。授 業が終始

楽 Lい 雰囲気の中で4め ムれ、子 どもた ちは生 き生 きと学

習に取 り組んでヽヽす |_た 。 1■ 業の最後 に |ニ ー人一人がア

ブレッ ト喘本 11振 り返 りを )、 力 |_■ した。

中学校の先生が小 学校の教科書の内黎 を1:1極 し、.小 学校

で学んだことを踏 まえて中学校の国語料の内容 を学習す る

ように授業が構成 され てお り,中 学校 区内の教科部 会での

協議や教科ス統未の内容 を考慮 した究践で した (i,

授業の最後 li、 中学校の先生が、国語料の学習を通 して    関京部」ヽでの乗り入れ授業
「`自分の考 えを持ち、言驚で飛現すること」や F中 学校進

学後 も、新 しい友逹 と学び合い、禁現の幅や解釈の幅 を広げてヽヽ くこと」 を目指 して |ま し

い と学習の まとめ を行いま した。

乗 り入れオ史業は、入学前に中学校の先生のオ曼業 を受 |す ることで、教科の学習の雰囲気 を

経験す ることができ、小や一貫教育の具体的な効果 として挙げてヽヽる「中 1ギ ャップの緩

和」や「学習意次の向上」等が実感できる取組です。今回の乗 り入れ授業で も、子 と
｀`
もた

ちは中学′1交 での学響を楽 しみ |こ し、入学に向けて前向 きになるような実践 とな りま した。

大麻西小で [/p乗り入FL授業

A麻′llで の難り入れ授難
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12月 6日 (金 )に 野幌若葉小 で江別市教育研究会の

学校課題研究発表会が行われま した。野幌若葉小では、

今和 4年 度か らの 3カ 年計画で、 国語科 を窓口に して、

「個″ll最 適 な学び」 と「協働的 な学び」の充実 を図 る横

業づ くりを通 して、「主体的に学 び、確 かな学力 を身につ

けた子 ども」「他者 を尊重 し、互いに学び高め合 う子 ども」

を育てる狡 内研究に取 り組んで きま した。 当日は、野幌

中学校 区の野幌小、 東野幌小、野幌中の先生方が全 員参

加す る等、市内 124名 の先生方が集い、オ受業での子 ど

もたちの姿 をもとに研究協議 を行いま した。研究発表会

は校内研究主題の解明が主たる目的ですが、野幌中学校

区内の先生方が参カロすることで、研究の相互理解や授業

改善、「系統的な指導」や「一貫 した指導」等にも資する

ものとな りま した。また、学習指導案には、「指導と評価

の計画」の中に、′
]ヽ 1か ら中 3ま での系統性が記述 され

てお り、中学校区内の「系統的な指導」 を意識 して授業

づ くりが行われていま した。

特設公開授業の様子

研究協議の様子
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各学校では、児童生徒の実態に合わせて課題解決の

ための主題や仮説 を設定 し、授業実践 を通 して、 その

課題が次善 されているかを評価 ・改善 してい く「狡 内

研究」に取 り組んでいます。江矛ll市 では、昨年度から

小十一貫教育 を導入 していることか ら、中学校区の児

童生徒の実態から浮かび上がる重点指導事項等を反映

した教科系統表や年間指導計画等 を参考に して、学習

指導案に単元や領域の系統性 を明確 に して指導に生か

す取組が進められています。
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